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研究方法

研究背景及び目的

発達障害のある子どもたちは、運動の不器用さや不安定な体幹から同じ姿勢を保ち続けることに困難さを

示すことが多く、巡回相談で相談のある対象の児童生徒や巡回相談で担任が気にしている子ども達を見ると、
その多くは学習姿勢を一定に保つ力が弱い。

運動発達や特別支援教育についての特別な専門性に関わらず、

「器具を使わずに誰にでも指導が行える」

「体幹の力を高める具体的な指導方法」 を検討する。

考察と課題
文献研究より明らかになったこととして、

・意図的に運動機会を設定し、体幹の安定を図る運動をする。

・学校教育における四つ這い姿勢を取り入れた教育活動を充実させる。

・体幹の安定については、四つ這い姿勢や雑巾掛けが有効であると推察。

今後の課題として、

・授業実践の効果を測定する方法や教示方法等について

引き続き検討を行う。

・四つ這い姿勢に近い動作で行う雑巾掛け等の指導を実践し、

体幹の安定を図る検証を行う。

どのような教育的介入が体幹筋の筋力を向上させ、その結果、体幹の安定が学習面にどのよう
な影響を与えるかを検討する。今年度は、仮説の前段階として文献研究を行い、「学校教育」と
「体幹」「四つ這い姿勢」の関連性を探る。

結果
○生活習慣の変化
・経済的発展や科学技術の進歩による自
動車などの交通手段の発達や、掃除機や
洗濯機など身の回りの機器の発達による
家事の労力軽減を体力低下の要因の一
つと示す。（文部科学省,2002）
・令和４年度の新体力テストの体力合計
点が令和元年度比べ低下した要因として、
「朝食欠食、睡眠不足、スクリーンタイムの
増加等の生活習慣の変化を指摘（スポー
ツ庁,2022)
⇒日常生活において身体を動かす機会や
強度が減少してきたことと、子どもたちの
生活習慣の変化によって不適切な姿勢の
獲得につながりやすい。

○四つ這いと雑巾がけ
・四つ這いは、単なる移動手段というだけ
でなく、二足歩行に至るまでの上下肢の
発達においても重要な意味を持っている」
と四つ這い姿勢の重要性についても述べ
られている。（中嶋ら，1987）
・雑巾掛けは【高這い】の動きと、膝とを床
に着けて身体を支えながら、足を交互に
動かして前方に移動する【四つ這い】の動
き（山下：２０２０）
⇒高這いで行う雑巾掛けが体幹筋の強
化の効果が見込まれるのではないか。
・雑巾掛けは、姿勢保持のみならず、手掌
の操作と移動と３つの活動を同時に行
なっており、比較的難易度が高い。

○学校教育
学習指導要領
・幼稚園 タイミング、バランス等を目標
・小学校 発達と系統性を重視
バランス、移動、操作、力試しの４つの動き
組み合わせたり、柔軟性や巧みさ
※体つくり運動の具体的な例として、四つ
這い姿勢や四つ這い歩行を例示
・中学校 「体力を高める運動」

動きを持続することを目標
⇒児童生徒の身体発達に伴った体幹筋
の筋力を意識した運動へと目標が変遷し
ている。
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